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音楽学会 62回大会（東大駒場キャンパス 5号館 522 セッションH-1）           2011/11/6 

社会ダーウィニズムとドヴォジャーク 
 ― チェコ社会における音楽の「進化」と「退化」―  

福田 宏（hfukuda@slav.hokudai.ac.jp） 

北海道大学スラブ研究センター 

 

はじめに 

報告の目的：国民形成の主題に基づく変奏曲（variations）を分析する 

     言語、文学、歴史、知の体系、体操 (福田 2006)、音楽、建築、絵画 etc.  

 Basso Ostinato（執拗低音）としてのオリエンタリズムと社会ダーウィニズム 

     「辺境」民族の存在理由はいずこに？ → 自作自演のオリエンタリズム 

     国民楽派の課題 → エグゾチシズム（オリエント）と近代性（進化） 

  ex. 万国博覧会における日本帝国の苦悩？ (吉見 2010) 

     国民楽派をより広いコンテクストの下で理解する 

1. オリエンタリズム批判とドヴォジャークは如何にして結びつくのか 

 A. サイードの忘れ物（？）→ オリエンタリズム批判の音楽への拡張 

     メジャーな方法としてはオペラ分析 (マッケンジー2001) ～ ex.《蝶々夫人》 

  例えば、ドヴォジャークの《アルミダ》(1903) (Nedbal 2007) 

      異教徒の魔女アルミダと十字軍の勇士リナルドの悲恋 

      東と西の境界が曖昧に...（典型的な構図の不成立） 

（勇敢な白人テナー vs. 幻惑的ソプラノ＋野蛮なバリトン酋長） 

B. 帝国による「未開社会」の音楽への眼差し (Zon 2007) 

  チェコ出身のドイツ系音楽学者 Richard Wallaschek (1860-1917) 

      未開民族の原始舞踊→民族舞踊→普遍芸術（誰でも可能性がある！） 

      シューベルト、ショパン、リスト、そしてモーツァルトも 

C. オリエンタリズム批判をさらに拡張する（内なるオリエンタリズム） 

     不安の裏返しとしての反ユダヤ主義 (ギルマン 1997、福田 2006, ch.5) 

  弱肉強食の世界観 →「文明」であることへの強迫観念 

     中央ヨーロッパにおけるオリエンタリズム 

  「辺境」におけるヨーロッパの過剰さ (篠原 2008, クンデラ 1991) 

D. 用語の新しさ：社会ダーウィニズムの多義性と進化 

     チェコにおけるダーウィニズムの浸透 (Hermann & Šimůnek 2008) 

     先駆者としての音楽美学者ホスチンスキー (1847-1910) (Stibral 2010) 

  詩と音楽の統合が国民芸術にとって重要 → 総合芸術の擁護 

  ヴァーグナーに傾倒し、進歩、そしてスメタナを支持 
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2. ドヴォジャーク ―「進歩」と「退化」のはざまで 

 A. ドヴォジャークの成功物語と「辺境」民族の文明化 

     熱狂的な「鉄道オタク」と類い希なる鳩好きとして → 素朴さの典型？ 

     肉屋の息子（9 人兄弟の長男）→ 才能を見いだされる → ブラームスの評価 

     ピアノ連弾《スラヴ舞曲集》が空前の大ヒット → ニューヨークの音楽院へ 

     度重なる訪英とケンブリッジ大の名誉博士号 (1891) 

人里離れたボヘミアの片田舎に生をうけ，困難と障害を乗越え高みに至

りしそなたは，自らの非凡な才能により、生地の音楽芸術に特有なもの

すべてを生かしつつ、祖国の名声を輝かしきものとした。…(Kuna, vol.9, 

pp.258-260) (ブリアン 1983 の関根訳を参照) (当時のボヘミア・イメージ 

→ Sayer 1998).  

 B.「辺境」民族の進歩なのか、それとも、音楽の退廃を招く疫病神か？ 

     社会ダーウィニズムにおける「辺境」民族の文明化 

     結局は「上から目線」？  キャリバン？ 

     ドヴォジャークの「分かりやすさ」が嫌われたのか？ 

         退化の典型 (アドルノ 1999)  

→ 「流行歌のパッチワーク」 

  「通俗名曲の十八番」(1960 年代の吉田秀和) 

     ウィーンでの不遇→チャイコフスキーよりも危険？ 

 C. 激烈なるスメタナ＝ドヴォジャーク論争 

     ドヴォジャーク優勢からスメタナ優勢への流れ 

音楽学者 Z. ネイェドリー (1878-1962) の「貢献」 

ドヴォジャークの悪夢 → 遺族の苦悩 

 

 D. ドヴォジャークの隠された病？ (Beckerman 2003) 

     演技する(？)ドヴォジャーク 

イギリスにおける 2 度のインタビュー 

     ドヴォジャークのホームシックとアルコール依存 

      一人では外を歩けない大作曲家 (渡米前から？) 

    → 広場恐怖症(agoraphobia)とパニック障害(panic disorder)の兆候 

おわりに ― 今後の課題 

 1. スメタナ＝ドヴォジャーク論争における不可解さ (cf. 内藤 2002 etc.)  

     1912 年 8 月 14-15 日, ドイツ・ピルモント(Pyrmont)のドヴォジャーク音楽祭 

 2. 新ドイツ派との関連性：リスト、ブラームス、そして、ヴァーグナー 
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